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【削減状況の自己評価】
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原単位当たり排出量

令和7年度報告からの温室効果ガス排出量算定の変更に伴い、令和6年度の温室効果ガス排出量は目標及び前
年度実績に対して大幅に増加しました。
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工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

県内の
主　な
工場等

コープ大福

岡山市南区藤田564-178

総合マネジメント事務局

コープ大野辻 岡山市北区今三丁目26-28

コープ北畝

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況
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（法人にあっては主たる事業所の所在地）

①

③ コープ西大寺 岡山市東区西大寺上三丁目8-41

生活協同組合おかやまコープ
701-0296

業種名：協同組合（他に分類されないもの）

購買（宅配・店舗）事業、共済事業、福祉事業　職員数：正規職員460人、定時職員：1500人
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コープ東川原 岡山市中区東川原188-1

コープ倉敷北
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87

倉敷市北畝五丁目20-53

（●工場等の数 36 所 ●車両台数（②該当の場合）

岡山市南区大福314

倉敷市宮前38
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

工場等の名称

環境サステナビリティ政策の中で、温室効果ガス排出量削減は数値目標化しており、年度の進捗状況を事務
局にて集約し、組合員向けの資料へ実績を公表しています。また、職員向けには年度の基礎教育の中で進捗
状況を報告し、全職員が意識できる環境づくりを構築しています。

　 無

実施した措置及び今後の取組の内容

　 無

その他

その他

県内で
の取組

【推進体制】

　 無

　 無
県内で
の取組

特にありません。

全事業所

　

（令和６年度実施分）
・温室効果ガス削減のための定期職員教育を実施しました。
　（エコドライブ、アイドリングストップ、節電行動等）
・冷暖房による電気使用量の削減に取り組みました。
・2024年4月より藤田本部商品センターの冷蔵・青果商品の集品を外部委託化し、
エネルギー管理権限設備を移行しました。
・コープ総社東は火災発生により、令和5年8月より閉店となっています。（令和7
年度中に新装開店予定）

（今後実施予定分）
・引き続き温室効果ガス削減のための職員教育を実施
　⇒環境・サステナビリティ行動手順書を新たに制定し、基礎教育を実施
・冷暖房による電気使用量削減の推進
・老朽化した空調機器の更新
・管理基準に基づいた機器の運用
・政府がすすめる節電プログラムへ参加し、各事業所へ節電の呼びかけ
　※電力会社から実施予定との情報有


